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1． インストール方法

①．ＣＤをセットすると、しばらくして自動起動致します。

自動起動しない場合は、マイコンピュータを開き、ＣＤドライブの「歯科検査票作成ソフト」をダブルクリックして開く。次にＳｅｔｕｐ．ｅｘｅをダブルクリックする。

②．「歯科検診Ｐ３のセットアップ」のダイアログが表示されるので、「ＯＫ」をクリックする。

③．「歯科検診Ｐ３のセットアップ」のダイアログでセットアップのボタンをクリックする。

④．「歯科検診Ｐ３　プログラムグループの選択」のダイアログが表示されるので、「続行」をクリック。

２．起動

起動はスタートメニューの「歯科検査Ｐ３」をクリックする。

　スタータボタン　→　すべてのプログラム　→　歯科検診Ｐ３　→　歯科検査Ｐ３

３．メニュー概要

以下のメインメニューから５種類の機能にジャンプします。該当する機能を選択しクリックしてください。

1． 患者登録


（カルテ番号／氏名／住所／生年月日などの入力）

2． 検査票検索＆作成

（歯科検査データの検索、入力、及び印刷）

3． 衛生士記録検索＆作成
（衛生士業務記録データの検索、入力、及び印刷）

4． 患者名簿一覧

（患者名簿を指定の順番に一覧表示、及び印刷）

5． 検査記録一覧

（検査記録を指定の順番に一覧表示、及び印刷）

6． バックアップ設定

（外部記憶機器の設定。ＭＯドライブ推奨）
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［図１．メニュー画面］
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４．患者登録（カルテ番号／氏名／住所／生年月日他の入力）
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［レコード（ページ）移動］
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レコードの移動は、上記の検索患者入力部にカルテ番号を入力することにより、目的のページに移動することができる。また、画面上部にページ移動ボタンがあり、その操作によっても移動が可能である。

［図３．↓レコード移動ボタン］
「先頭」　　ボタン：一番先頭のデータに移動

「前」　　　ボタン：一つ前のデータに移動

「次」　　　ボタン：次のデータに移動

「最終」　　ボタン：一番最後のデータに移動

「新規登録」ボタン：新規入力者のページに移動

最初の画面では新規入力者のページが表示されている。

［入力手順］

注．各入力項目の移動は、「ＴＡＢ」又は「Ｅｎｔｅｒ」キーで移動する。

①．カルテ番号は各医院の所定のルールに従い患者の番号を決定し入力する。参考として画面下側に最終登録患者のカルテ番号を表示してあります。

②．氏名を入力するとフリガナが自動入力されますが、読みが違う場合は修正する。

③．郵便番号を入力すると該当する住所が自動入力される。また、住所を先に入力すると郵便番号が自動入力されます。

④．住所は③で自動入力されるが、番地のみ手入力する。新地名や郵便番号改正地は全て手入力する。

⑤．ＴＥＬは例に従い入力する。

⑥．生年月日は例に従い、和暦又は西暦で入力する。

⑦．性別は右側の▼印をクリックし、男性／女性のどちらかを選択する。

⑧．受診者メモ欄は自由形式であるので、関係する内容を適宜入力する。

入力された内容は、ページ移動や本画面が閉じられるときには、自動的に保存されます。従って、特に保存のためのボタンはありません。

［本カードの削除］

患者の登録を削除したい場合は、検索患者の機能で目的の患者に移動し、右上の「削除ボタン」をクリックする。
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５．検査票検索　＆　作成

5-1．治療ＭＡＰ操作と説明

検査票を作成時は、右のような治療ＭＡＰフォームが表示されるので、まず患者の過去の記録を確認する。

①．カルテ番号入力部の▼印ボタンをクリックし、表示される患者リストの中から、目的の患者をクリックする。目的の患者が無い場合は、メニューに戻って患者登録を先に行なう。

②．過去に検査実績があれば、下部に一覧が表示される。

［検査回数について］

「大山氏は2001/06/15を初診として2001/09/03までに、３回の検査を受け、また、2004/01/10を初診として、既に4回の検査を受けている。」

③．検査票は、下部の二つのボタンのどちらかをクリックすることで、作成画面に移る。

［初診で検査票作成］

新しい治療単位として第１回目の検査票を作成する場合にクリックする。

［２回目以降で検査票作成］

初診以降（２回目以降）の検査票作成時にクリックする。
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④．検査票の編集時（修正時など）は、履歴一覧の中の該当する「選択ボタン」をクリックする。

5-2．検査票作成

上記の③により新規検査票作成画面を開くと、下記の基本検査票が表示される。精密検査票を作成したい場合は、上段の種類の枠の中から精密検査をクリックする。
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また、検査票を開いてから治療ＭＡＰを確認したい場合は、下記の「検査履歴表を開く」ボタンを使用する。
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5-2-1．ズームアップパネル操作方法

検査票の入力は特記事項を除き、プラーク／ＥＰＰ／ＢＯＰ／動揺度ともズームアップパネルから行う。図８は基本検査入力時のパネルであり、図９は精密検査時のパネルである。下記にパネルの操作説明を記載する。

①．歯牙位置
右図では「上右８」に対し入力可能。

②．Ｎｅｘｔ
入力可能歯牙の移動時にクリックする。移動順は、

上右８→上右１→上左１→上左８→

下右８→下右１→下左１→下左８→上右８

③．プラーク
基本検査では非表示。精密検査時に使用。４つの三角形から成り、各三角形をクリックする度に赤白の反転入力となる。

④．ＥＰＰ
・基本検査票の入力方法
６ッ箇所の所定の入力ボックスをクリックし、下部の０～９までの入力用ボタンをクリックする。





・精密検査票の入力方法
ＥＰＰ６ヶ所の入力は、下部の数値クリックで入力後、自動に移動する。




・「外」／「内」ボタンの使用方法
両ボタンがＯＦＦであれば、歯牙移動は１本６ッ箇所入力と動揺度の入力後に移動。

「外」ＯＮ：歯牙の外側（頬側）移動となる。

「内」ＯＮ：歯牙の内側（舌側）移動となる。




・「出血」ボタンの使用方法
数値ボタンをクリックする前に、「出血」ボタンをクリックすると、朱記の数字が入力される。朱記数字を入力することで、出血箇所の詳細が設定できます。


⑤．ＢＯＰ
ＢＯＰ枠内をクリックすることで、入力可能である。

⑥．動揺度
下部の数値クリックで入力可能である。入力後、次の歯牙に自動で移動します。

⑦．特記事項
特記事項の入力は検査票の入力したい箇所をクリックし、直接入力する。

5-2-3．歯牙の任意移動と歯牙有無設定


右図は検査票の下右部である。任意の歯牙を指定する場合は、歯牙番号をクリックすることで入力が可能となる。

また、歯牙番号をダブルクリックすることで、歯牙の有無を設定できます。（１度目のダブルクリックで歯牙無し状態、２度目のダブルクリックで歯牙有り状態）


5-2-4．入力項目２について

初診（第１回目検査）の検査票のみに、右図のような入力項目２の入力箇所が用意されている。

１と２の切替えは、上部タブの「入力項目１」「入力項目２」をクリックすることで行なわれる。

5-2-5．日付入力について

検査票の日付は、新規検査票を開いた時点では現在の日付が入力されているが、日付を変更する場合は日付入力箇所をクリックする。

クリックにより図１２のカレンダーが表示されるので、目的の日付をクリックすることで入力が可能である。


5-3．印刷
印刷は、最上部のメニュー一覧の右端にある「印刷」ボタンをクリックすることで行なわれる。

クリックにより印刷プレビュー画面が表示されるので、確認の後、図１３の印刷ボタンクリックする。

［縮小印刷（Ｂ５サイズ）について］

基本的な印刷サイズはＡ４であるが、Ｂ５サイズでの印刷は、印刷ボタンクリック後表示される印刷ダアイアログのプロパティーの中で、縮小印刷設定（Ｂ５）を指定することで可能である。

設定方法は各プリンタの機種により異なる為、本文では省略致します。


5-4．検査票の削除

検査票の削除は、画面上部の「削除」ボタンをクリックすることで行なわれる。確認の為のメッセージがでますので、十分注意し削除を行なう。

６．衛生士業務記録の検索　＆　作成

衛生士業務記録は、前記の検査票とは別に管理されます。検査票は、管理番号で管理されるのに対し、本記録表は業務記録ＮＯ．（追番）で管理されています。

受診者は必ずカルテ番号が必須であり、患者登録がされている必要があります。



6-1．入力方法

①．カルテ番号
：右側の▼印をクリックし、リスト内の患者を選択する。受診者は患者登録されている必要があります。

②．患者氏名
：①により自動入力されます。

③．生年月日

：①により自動入力されます。表示されない場合は患者登録画面で入力する。

④．性別

：①により自動入力されます。表示されない場合は患者登録画面で入力する。

⑤．検査日付

：入力箇所クリックによりカレンダーが表示される。該当する日付をクリ

ックすることで入力が行なわれる。

⑥．検査時間

：検査開始時間　～　検査終了時間を直接入力する。（二桁入力）

⑦．歯科医の指示事項
：自由形式で直接入力。

⑧．指摘・指導内容
：自由形式で直接入力。

⑨．プラーク入力
：４ページの「3-2-1項③のプラーク」を参照して下さい。

⑩．歯ブラシ

：ドロップダウンリストから該当する項目を選択する。該当が無い場合は

直接入力する。

⑪．歯間ブラシ

：ドロップダウンリストから該当する項目を選択する。該当が無い場合は

直接入力する。

⑫．歯科衛生士
名
：既に入力実績があれば、ドロップダウンリストから選択。無い場合は

直接入力する。以降ドロップダウンリストに登録される。

6-2．過去の衛生士業務記録の検索

検索を行なうには、画面上部の検索患者欄にドロップダウンリストより患者名を選択し、前回検索ボタンをクリックする。

リスト名前が無い場合は、該当する患者の業務記録はありません。

また、同一患者の記録が複数件ある場合は、「更に前を検索」ボタンをクリックする。検索は最近の記録順に検索されます。

「前回検索」ボタン

：患者検索欄に入力された患者の、一番最近の記録を検索します。

「更に次を検索」ボタン
：患者検索欄の患者の更に古い記録を、クリックする度に検索する。

「一回後に戻す」ボタン
：検索が進めすぎた場合に、クリックする度に一回後に戻します。

「最初のページに戻す」ボタン　：本「衛生士記録検索＆作成」画面をオープンした時の画面に戻します。

本「衛生士業務記録」はページ移動や本画面を閉じるときには、データが自動的に保存されます。従って、特に保存の為のボタンはありません。

6-3．印刷

印刷については、５ページの「3-3．印刷」を参照して下さい。

6-4．削除

削除については、５ページの「3-4．検査票の削除」を参照して下さい。

７．患者名簿一覧／検査記録一覧

患者名簿一覧及び検査記録一覧は、右図の並び順設定をすることで、希望の並び順でリストアップされます。

印刷については、検査票印刷の項を参照して下さい。


８．バックアップ設定

万が一のために、データを外部記憶機器に保存することをお勧めいたします。（推奨は、ＭＯドライブ）

右の画面はバックアップ指定の設定画面であり、バックアップを有効にする場合は、「下記のドライブにバックアップ保存する。」を選択し、保存先のカーレントドライブを指定する。例は、Ｆ：ドライブにＭＯが接続されている場合の設定です。


９．終了

本ソフトの終了時は、データベースの最適化行なわれ、次の使用時に対処致します。

９－１．終了１

先のバックアップ指定で、バックアップを有効にした場合は、「終了１」をクリックして終了させます。

９－２．終了２

バックアップを有効にしなかった場合は、

「終了２」をクリックし、終了させて下さい。


歯科検査データ管理


・検査票作成ソフト操作解説書





処理終了時にクリック。





登録されている総患者数と総検査結果数





本患者の削除


（本ページの削除）





▼印をクリックすると患者リスト表示。





種類


基本検査


精密検査


検査種別をまず選択する。





検索したいカルテ番号を入力すると、目的のページに移動する。








検索患者ＩＤを入力すると、目的のページに移動する。





〒381-0031　長野市西尾張部1065-13


ＴＥＬ　　　 026－244－1758


ＵＲＬ　　　http://www6.plala.or.jp/Dbhoo/


E－mail　　　� HYPERLINK "mailto:hoo-er@beige.plala.or.jp" ��hoo-er@beige.plala.or.jp�


　　　　　　　　　　　　　小山義章





データベースソフト制作





オリジナルデータベースソフト制作


ＯＡ資料作成／ＯＡサポート


パソコン指導





［図１７．バックアップ指定］





［図１８．終了処理］





歯牙番号





［図４．治療ＭＡＰ画面］





［図６．検査履歴の表示／非表示］





［図８．（基本）］





［図９．（精密）］





［図２．患者登録画面］





［図７．精密検査票画面


（入力項目１）］





［図１０．歯牙番号］





［図５．基本検査票画面（入力項目１）］





［図１１．入力項目２］





［図１３．印刷メッセージ画面］





［図１２．日付入力］





［図１４．衛生士


業務記録作成画面］





［図１５．検索患者入力部］





［図１６．並び順の設定］
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